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  来週から夏休みが始まります。この夏休みをどのように過ごすかが、受験生にとってとても大切です。 

１学期の自分の取り組みを振り返り、この夏休みを進路目標の実現に近づく有意義な時間にしましょう。 

進路目標の実現にむけて、この時期に意識してほしいことを書きます。 

 

🌸 進路目標と現状の確認をして、夏休みに課題を克服しよう 

  終業式に通知表が渡されます。１学期の自分の取り組みを振り返り、進路目標に対する自分の現状を把握

し、夏休みに努力すべきことを明確にしましょう。 

  受験校の決定においては「合格の可能性」だけにとらわれず「３年間生き生きと学校生活を続けていける

か」という視点をもつことが大切です。検討するときは、１学期の成績だけにとらわれず、２学期以降の成

績が「上がった場合」「下がった場合」「変わらない場合」を想定して、幅広く検討しておくことが大切です。 

 

🌸 体験入学・学校説明会に積極的に参加しよう 

  皆さんは小学生から「高蔵寺中学校はどんな学校ですか？」と聞かれたら、何と答えますか？ 同じ学校

のことですが、きっとそれぞれが異なることを述べると思います。人から聞いた話やインターネット上の情

報も同じです。少ない情報だけで、自分が３年間通う学校の判断をするのは適切とは言えません。大切なの

は「自分自身がどう思うか」です。体験入学は、学校の雰囲気を自分で感じることができる機会です。第一

希望の学校だけではなく、複数の学校の体験入学に参加することで、自信をもって受験校の決定をすること

ができます。積極的に体験入学に参加しましょう。 

 

🌸 公立高校が第一希望の場合でも、私立高校や専修学校等の受験校も検討しよう 

  ３月にある公立高校の入試では、最大２校受検することができますが、当日の学力試験の結果により、残

念ながら２校とも不合格となる場合があります。そのようなときに、私立高校や専修学校を２月に受験して

合格した生徒は私立高校・専修学校へ進学ができますが、私立高校等を受験していない場合は、選択肢が「二

次募集」「定時制」「通信制」への受験しか残りません。二次募集は、定員に満たなかった学校のみが実施し

ますので、希望に合う通学可能な学校が二次募集を実施するとは限りません。ですので、公立高校が第一希

望の場合でも、私立高校や専修学校を受験し、合格をもらった上で、公立高校の受験に臨むことが大切です。

私立高校や専修学校についても、早めに検討をしていきましょう。 

※ 就学支援金の拡充により、私立学校でも授業料が実質無償化となる家庭が増えています。 

 

🌸私立高等学校の「特色入試」について 

  みなさんが受験する入試から、一部の私立高校において、特色入試という制度が始まります。各高校がど

のような生徒を募集するか等の詳細はまだ決まっていません。詳細は秋頃に発表がありますが、推薦入試と

同様「第一希望」であり、合格したら「必ず入学」することが条件となっています。私立高校や専修学校が

第一希望の場合は、これまで同様、推薦基準を満たす生徒であれば、中学校長による推薦を得て「推薦入試」

を受験することができます。中学校長による推薦を得られた場合は「特色入試」を受験することはありませ

ん。推薦を希望する場合は、秋に実施する「進路希望調査」で、その旨を記入してください。 

 

 

※ 次回の個人懇談会（12月）では、国立・私立高校・専修学校の受験校の最終確認と願書配付を行います。

懇談会では相談の時間が十分にとれませんので、ご相談がある場合は、事前に担任へご連絡くださいますよ

う、お願いいたします。 




